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（１）文部科学省における宇宙・航空分野の施策 
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概
要

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」

X
線

天
文

衛
星

(
A
S
TR
O
-H
)

文
部
科
学
省
に
お
け
る
宇
宙
・
航
空
分
野
の
施
策

宇
宙
基

本
計

画
を

踏
ま

え
、
「
安
全

保
障
・

防
災
」
「

産
業
振

興
」
「

宇
宙

科
学

等
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

」
等

に
積
極

的
に

取
り

組
む

。
ま

た
、
国
際

競
争
力

に
直
結

す
る
次

世
代
航

空
機

技
術

開
発

を
推

進
す

る
。

(2
)宇
宙
科
学
等
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓

6
4
0
億
円
（
6
8
5
億
円
）

・
X線

天
文

衛
星

(A
ST

RO
-
H)
 

11
4億

円
（

95
億

円
）

・
国

際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
日
本
実

験
棟
「

き
ぼ

う
」

の
運
用
等

12
2億

円
（
12
2億

円
）

・
宇

宙
太
陽

光
発
電
（

SS
PS
）

4億
円

（
3億

円
）

・
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

う
の
と

り
」
(H
TV

) 
 
  
 
  
  
2
80
億

円
（
23
5億

円
）

新
型
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト

S
L
A
T
S

平
成
２

７
年

度
要

求
・

要
望

額
：

1
9
4,
0
69

百
万

円
う

ち
優

先
課

題
推

進
枠

要
望

額
：

5
3,
2
91

百
万

円
（

平
成
２

６
年

度
予

算
額

：
1
55
,
22
3百

万
円

）

・
先

進
光
学

衛
星

51
億

円
（

新
規
）

・
光

デ
ー
タ

中
継
衛
星

3
2億

円
（
新

規
）

・
革

新
的
衛

星
技
術
実
証

プ
ロ
グ
ラ

ム
30
億

円
（

新
規
）

・
新

型
基
幹

ロ
ケ
ッ
ト

13
0億

円
（
70
億

円
）

・
超

低
高
度

衛
星
技
術
試
験
（

SL
AT
S）

22
億

円
（

6億
円
）

・
地

球
規
模

の
環
境
問
題

解
決
に

貢
献
す
る
衛

星
の
開

発
等

温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
「
い
ぶ
き
」
後
継
機
(
G
O
S
A
T
-
2
）

4
7
億
円
（

7
億
円
）

地
球
環
境
変
動
観
測
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
気
候
変
動
観
測
衛
星
（
G
C
O
M
-
C
）

5
3
億
円
（
1
4
億
円
）

(1
)安
全
保
障
・
防
災
／
産
業
振
興
へ
の
貢
献

8
0
2
億
円
（
4
6
8
億
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

(4
)次
世
代
航
空
機
技
術
開
発

8
2
億
円
（
3
3
億
円
）

・
次

世
代
航

空
機
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ブ

19
億

円
（

新
規
）

先
進
光
学
衛
星

JA
X

A総
額

19
3,

13
5百

万
円

（
15

4,
45

3百
万

円
）

(3
)宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

2
0
億
円
（
新
規
）
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安
全
保
障
・
防
災
／
産
業
振
興
へ
の
貢
献
（
１
／
２
）

平
成

２
７

年
度
要

求
・

要
望

額
：

8
0
,2
0
8百

万
円

う
ち

優
先

課
題
推

進
枠

要
望
額

：
2
8
,5
4
8百

万
円

（
平

成
２

６
年

度
予

算
額

：
4
6,
7
76

百
万

円
）

【
安
全
保
障
・
防
災
】
広
義
の
安
全
保
障
を
含
め
た
宇
宙
利
用
の
拡
大
及
び
我
が
国
が
自
律
的
に
宇
宙
活
動
を
行
う

能
力
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
組
を
実
施

【
産
業
振
興
】

先
端
技
術
を
結
集
し
た
宇
宙
産
業
は
、
宇
宙
を
利
用
し
た
通
信
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
広
い

裾
野
を
有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
先
端
技
術
開
発
に
よ
り
宇
宙
産
業
の
振
興
に
貢
献

○
光
デ
ー
タ
中
継
衛
星

大
容
量
の
デ
ー
タ
中
継
を
可
能
と
す
る
光
通
信
機
能
の
開
発
・
実
証
を
行
う
と
と
も
に
、
広

義
の
安
全
保
障
等
の
た
め
の
デ
ー
タ
中
継
衛
星
と
し
て
実
利
用
に
も
活
用
。

3
,2
0
8
百
万
円
（
新
規
）

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

○
先
進
光
学
衛
星

我
が
国
の
防
災
・
災
害
対
策
等
を
含
む
広
義
の
安
全
保
障
、
農
林
水
産
、
国
土
管
理
等
の

分
野
に
貢
献
す
る
、
広
域
か
つ
高
分
解
能
で
の
観
測
が
長
時
間
可
能
な
光
学
衛
星
を
開
発
。

（
防
衛
省
が
開
発
す
る
赤
外
線
セ
ン
サ
も
相
乗
り
搭
載
）

5
,0
6
0
百
万
円
（
新
規
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

○
新
型
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト

我
が
国
の
自
律
的
な
衛
星
打
ち
上
げ
能
力
を
確
保
す
る
た
め
国
家
が
保
有
す
べ
き
技
術

と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
我
が
国
の
総
力
を
結
集
し
、
多
様
な
打
ち
上
げ
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
国
際
競
争
力
あ
る
新
型
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
。
平
成

26
年
度
よ
り
開
発
に
着
手
し
、

平
成

32
年
度
に
初
号
機
を
打
ち
上
げ
る
予
定
。

1
3
,0
0
0
百
万
円
（
7
,0
0
0
百
万
円
）

先
進
光
学
衛
星

新
型
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト

機
体
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

光
デ
ー
タ
中
継
衛
星
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安
全
保
障
・
防
災
／
産
業
振
興
へ
の
貢
献
（
２
／
２
）

【
主
な
衛
星

】
・
温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
「
い
ぶ
き
」
後
継
機
（
G
O
S
A
T
-
2
）
（
環
境
省
と
の
共
同
開
発
）

【
平
成
2
9
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】
4
,7
0
6
百
万
円
（
6
9
9
百
万
円
）

・
地
球
環
境
変
動
観
測
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
気
候
変
動
観
測
衛
星
（G
C
O
M
-C
）

【
平
成
2
8
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】
5
,2
6
2
百
万
円
（
1
,4
1
8
百
万
円
）

○
地
球
規
模
の
環
境
問
題
解
決
に
貢
献
す
る
衛
星
の
開
発
等

1
5
,0
1
6
百
万
円
（
9
,0
4
3
百
万
円
）

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

人
工
衛
星
に
よ
り
、
海
洋
、
地
上
、
温
室
効
果
ガ
ス
、
植
生
、
水
循
環
等
を
広
域
、

高
精
度
に
把
握
し
、
我
が
国
の
防
災
・
災
害
対
策
等
を
含
む
広
義
の
安
全
保
障
、
地
球

規
模
の
環
境
問
題
解
決
等
に
貢
献

○
超
低
高
度
衛
星
技
術
試
験
機
（S
L
A
T
S
）

イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
に
よ
り
継
続
的
に
低
い
高
度
（
大
気
抵
抗
の
影
響
が
無
視
で
き
な
い

超
低
高
度
（
2
0
0
～
3
0
0
k
m
）
）
を

維
持
す
る
超
低
高
度
衛
星
技
術
試
験
機
を
開
発
。
低
高

度
に
よ
る
高
分
解
能
化
等
の
メ
リ

ッ
ト
に
よ
り
、
広
義
の
安
全
保
障
分
野
等
に
貢
献
。

2
,1
6
6
百
万
円
（
5
6
9
百
万
円
）

○
革
新
的
衛
星
技
術
実
証
プ
ロ
グ
ラ
ム

小
型
衛
星
を
用
い
て
革
新
的
な
宇
宙
技
術
を
実
証
す
る
と
と
も
に
、
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ

る
衛
星
打
ち
上
げ
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
宇
宙
分
野
へ
参
入
す
る
企
業
や
大
学
を
支
援
し
、

宇
宙
利
用
の
拡
大
に
貢
献

3
,0
0
0
百
万
円
（
新
規
）

G
C
O
M
-
C

S
L
A
T
S

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

搭
載
イ
メ
ー
ジ
図
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宇
宙
科
学
等
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓

平
成

２
７

年
度
要

求
・

要
望

額
：

6
4,
0
25

百
万

円
う

ち
優

先
課

題
推

進
枠

要
望
額

：
1
8,
3
44

百
万

円
（

平
成

２
６

年
度

予
算

額
：

6
8,
5
40

百
万

円
）

宇
宙
分
野
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
は
、
人
類
の
知
的
資
産
の
蓄
積
、
活
動
領
域
の
拡
大
等
の
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
宇
宙
先
進
国
と
し
て
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
の
取
組
を
実
施
。

○
Ｘ
線
天
文
衛
星
(A
S
T
R
O
-H
)

我
が
国
が
誇
る
高
い
技
術
力
に
よ
り

常
に
世
界
の
X
線
天
文
学
を
牽
引
。
世
界
最
高
性
能

の
X
線
超
精
密
分
光
に
よ
り
観
測
を
行
い
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
進
化
の
解
明
等
に
貢
献
。

【
平
成
2
7
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】

○
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
の
運
用
等

国
際
水
準
の
有
人
宇
宙
技
術
の
獲
得
・
蓄
積
や
科
学
的
知
見
の
獲
得
、
科
学
技
術
外
交
へ
の
貢

献
等
に
向
け
「
き
ぼ
う
」
の
運
用
を
行
い
、
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
養
成
、
宇
宙
環
境
を
利
用
し

た
実
験
の
実
施
や
産
学
官
連
携
に
よ
る
成
果
の
創
出
等
を
推
進
。

○
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「こ
う
の
と
り
」

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
I
S
S
）
に
大
型
貨
物
を
運
ぶ
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機

「
こ
う
の
と
り
」
の
着
実
な
打
ち
上
げ
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
国
際
的
な
責
務
を
果
た
す

と
と
も
に
、
宇
宙
産
業
の
ア
ン
カ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
も
貢
献
。

X
線
天
文
衛
星
（
A
S
T
R
O
-
H
）

日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」

H
T
V
「
こ
う
の
と
り
」

1
1
,4
3
2
百
万
円
（
9
,5
3
5
百
万
円
）

2
8
,0
2
3
百
万
円
（
2
3
,4
9
7
百
万
円
）

1
2
,1
9
6
百
万
円
（
1
2
,2
2
5
百
万
円
）

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む
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宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

平
成

２
７

年
度
要

求
・

要
望

額
：

1
,
98
8百

万
円

（
新

規
）

う
ち

優
先

課
題
推

進
枠

要
望
額
：

1
,
98
8百

万
円

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

我
が
国
と
し
て
強
み
を
有
す
る
分
野
を
軸
と
し
た
宇
宙
探
査
技
術
の
研
究
開
発
を
産
学
共
同
で
実
施
す
る
研
究
拠
点

を
形
成
。
将
来
の
国
際
宇
宙
探
査
に
お
い
て
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
革
新
的
な
技
術
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
高
い

技
術
目
標
に
よ
る
宇
宙
分
野
以
外
の
民
生
技
術
へ
の
展
開
や
人
材
育
成
な
ど
を
推
進
。

【
主
な
取
組
み
】

人
類
未
踏
の
宇
宙
空
間
へ
の
挑
戦
と
い
う
壮
大
な
目
標
の
下
、
産
学
官
の
ト
ッ
プ
研
究
者
・
技
術
者
が
ア
ン
ダ
ー
ワ
ン
ル
ー
フ
で
集
う

「
国
際
宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」を
構
築
。
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
。

１
．
国
際
的
優
位
性
を
持
つ
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
探
査
技
術
を
獲
得

国
内
外
か
ら
意
欲
あ
る
優
秀
な
研
究
者
・技
術
者
を
一
同
に
招
集

高
い
技
術
目
標
に
向
か
い
、
研
究
者
間
融
合
を
促
し
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
創
出

宇
宙
分
野
以
外
を
含
め
た
最
先
端
技
術
シ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
集
約

２
．
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
『
探
査
技
術
』
か
ら
民
生
技
術
へ
の
流
れ
を
構
築

幅
広
い
分
野
の
大
学
、
民
間
企
業
へ
の
技
術
展
開
を
促
進

技
術
シ
ー
ズ
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
化
な
ど
の
支
援

３
．
将
来
を
担
う
若
手
人
材
の
育
成

若
手
研
究
者
に
よ
る
挑
戦
的
な
研
究
開
発
の
支
援
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

産
業
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
若
手
人
材
の
供
給

宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
イ
メ
ー
ジ
図

＜
期
待
さ
れ
る
成
果
＞

【ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
】

国
際
宇
宙
探
査
に
お
け
る
キ
ー
技
術
獲
得
、
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
発
揮

【
ア
ウ
ト
カ
ム
】

国
際
宇
宙
探
査
へ
の
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
参
加
、
開
発
さ
れ
た
技
術

の
ス
ピ
ン
オ
フ
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
立
上
げ
、
世
界
に
通
じ
る
研
究

者
・技
術
者
の
育
成

な
ど
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次
世
代
航
空
科
学
技
術
の
研
究
開
発

我
が
国
の
航
空
機
産
業
の
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
先
導
的
・
基
盤
的
な
技
術
開
発
を
実
施
し
、
そ
の

成
果
を
日
本
の
航
空
産
業
全
体
に
還
元
。

○
大
型
試
験
設
備
の
整
備

大
学
や
メ
ー
カ
が
単
独
で
は
所
有
が
困
難
な
大
型
試
験
設
備
の
老
朽
化
更
新
や
機

能
向
上
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
必
要
な
基
盤
を
整
備
。

こ
の
ほ
か
、
乱
気
流
の
検
知
能
力
の
向
上
や
エ
ン
ジ
ン
フ
ァ
ン
の
軽
量
化
等
の
着

実
に
実
施
す
べ
き
技
術
の
開
発
や
超
音
速
機
等
の
最
先
端
の
研
究
開
発
、
先
進
風

洞
・
燃
焼
試
験
設
備
の
調
査
等
を
実
施
。

低
速
風
洞

エ
ン
ジ
ン
実
証
設
備

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

○
次
世
代
航
空
機
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

我
が
国
が
こ
れ
ま
で
保
有
し
て
い
な
い
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
技
術
を
産
学
官
で
連
携
し
て

開
発
す
る
た
め
の
拠
点
を
形
成
。
機
体
制
御
能
力
の
向
上
や
エ
ン
ジ
ン
の
低
騒
音
化
・
小
型

高
出
力
化
、
複
合
材
主
翼
の
高
度
化
等
を
推
進
。

1
,9
4
0
万
円
（
新
規
）

2
,9
5
5
百
万
円
（
新
規
）

文
部

科
学
省
で
は
、
次
世
代
航
空

科
学
技
術

タ
ス

ク
フ

ォ
ー
ス
を

設
置

し
、

産
学
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、
我
が
国
の
航
空
産

業
が

２
０
４
０
年
に
世
界
シ
ェ
ア

２
０
％
産

業
へ

飛
躍

す
る
際
に

必
要

と
な

る
革
新
的
な
技
術
に
つ
い
て
検
討
。

２
０

２
５
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き

目
標
と
し

て
以

下
を

設
定
。

航
空
機
事
故
の
２
５
％
を
低
減

す
る
安

全
性

の
実

現
騒

音
を
１
／
１
０
に
低
減
す
る

環
境
適

合
性

の
実

現
燃

費
半
減
に
よ
る
画
期
的
な
経

済
性
の

実
現

平
成

２
７

年
度
要

求
・

要
望

額
：

8
,
15
5百

万
円

う
ち

優
先

課
題
推

進
枠

要
望
額

：
4
,
10
8百

万
円

（
平

成
２

６
年

度
予

算
額

：
3
,
26
0百

万
円

）
※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

遷
音
速
風
洞

次
世
代
航
空
機

イ
メ
ー
ジ
図

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
低
騒
音
化
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（２）海洋・地球科学技術に関する研究開発、極域研究 
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海
洋
・
地
球
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
、
極
域
研
究

南
極
地
域
観
測
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
等
の
着

実
な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
研
究
・
観
測
活
動
等
を
充
実
さ
せ
る
。

万
全
な
輸
送
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
、
輸
送
支
援
ヘ
リ
３
号
機
の
建
造

（
２
４
年
度
着
手
、
２
８
年
度
完
成
予
定
）
及
び
１
，
２
号
機
の
安
定
的
な

運
用
の
た
め
の
予
備
部
品
の
増
強
を
図
る
。

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
発
見
（
気
象
庁
）

氷
床
コ
ア
分
析
に
よ
る
気
温
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
推
移

（
赤
：
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
変
化
青
：
現
在
か
ら
の
気
温
偏
差
）

産
業
革
命
以
降
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
上
昇

南
極
地
域
観
測
事
業

5
,1
9
4百
万
円
（
4,
5
8
3百
万
円
）

海
底
広
域
研
究
船

（
2
4
年
度
補
正
で
建

造
に
着
手
）

海
洋
資
源
調
査
研
究
の
戦
略
的
推
進

平
成
２
７
年
度
完
成
予
定
の
我
が
国
E
E
Z
等
の
広

域
科
学
調
査
を
加
速
す
る
「
海
底
広
域
研
究

船
」
の
建
造
を
着
実
に
実
施
す
る
。

海
洋
資
源
の
成
因
解
明
や
セ
ン
サ
ー
の
開
発
に

よ
り
、
引
き
続
き
広
域
探
査
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

3
,3
2
0百
万
円
（
1,
1
3
9百
万
円
）

北
極
域
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
発
見
（
気
象
庁
）

（
１
９
７
９
年
）

（
２
０
１
１
年
）

1
,1
0
7百
万
円
（
新
規
）

北
極
評
議
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
（
平
成
２
５
年

５
月
承
認
）
と
し
て
、
よ
り
国
際
的
貢
献
を
果
た

す
た
め
、
従
前
の
北
極
研
究
体
制
か
ら
抜
本
的
な

強
化
を
図
る
。

こ
れ
ま
で
の
北
極
研
究
の
取
組
に
加
え
、
北
極
圏

国
が
強
い
関
心
を
示
し
、
我
が
国
が
優
位
性
を
も

つ
分
野
で
の
国
際
共
同
研
究
を
、
新
た
に
実
施
。

国
際
拠
点
の
形
成
や
若
手
研
究
者
等
の
派
遣
を
更

に
拡
充
し
、
国
際
交
渉
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
を
加
速
す
る
。

海
洋
生
態
系
変
動
研
究

(北
極
海
に
生
息
す
る
翼

足
類
の
殻
の
溶
解
)

ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン
が
付
着

し
た
北
極
の
氷

深
海
地
球
ド
リ
リ
ン
グ
計
画
推
進

1
5
,4
33
百
万
円
（1
0,
3
1
2百
万
円
）

地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
を
用
い
て
、
地

震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
的
と
し
た
南
海

ト
ラ
フ
に
お
け
る
地
震
断
層
か
ら
の
試
料
採
取
等

を
目
指
し
掘
削
を
継
続
す
る
。

平
成
２
７
年
度
は
、
特
に
「
ち
き
ゅ
う
」
の
５
年

に
一
度
の
定
期
検
査
等
を
実
施
し
、
確
実
な
運
航

体
制
を
確
保
す
る
。

海
底
下
5
,2
0
0
m
の

地
震
断
層
か
ら
の

試
料
採
取
を
目
指

し
た
大
深
度
掘
削

地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」

海
中
イ
ン
フ
ラ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

9
6
5
百
万
円
（新
規
）

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額
：
4
8
,
9
9
9
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：
1
2
,
1
8
1
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
3
9
,
5
7
8
百
万
円
）

※
復
興
特
別
会
計
に
別
途
1
,
3
0
8
百
万
円
（
1
,
3
0
8
百
万
円
）
計
上

水
中
ロ
ボ
ッ
ト技
術

技
術

水
中
セ
ン
シ
ン
グ

技
術

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

大
水
深
・大
深
度

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

J
A
M
S
T
E
C
が
有
す
る
コ
ア
技
術

ハ
ブ
構
築
に
よ
る
コ
ア
技
術
開
発
の
加
速
・
高
度
化

我
が
国
唯
一
の
深
海
ア
ク
セ
ス
技
術

大
水
深
・
大
深
度
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
等
の
コ
ア

技
術
や
、
「
ち
き
ゅ
う
」
等
の
最
先
端
の
研
究
基
盤

を
中
核
と
し
て
、
海
中
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
新
た
な
価

値
を
も
た
ら
す
融
合
技
術
の
研
究
開
発
及
び
人
材
育

成
を
推
進
す
る
。

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む
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海
洋
資
源
調
査
研
究
の
戦
略
的
推
進

我
が
国
周
辺
海
域
に
は
豊
富
な
資
源
が
存
在
す

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
が
探
査
手
法
は
未
確
立
。

E
E
Z
内
の
調
査
も
十
分
進
ん
で
い
な
い
。

海
底
広
域
研
究
船
（
2
7
年
度
完
成
予
定
）

※
以
下
の
機
能
を
も
ち
、
１
隻
で
各
種
調
査
を
総
合
的
に
実
施

海
底
地
形
や
海
底
下
構
造
の
広
域
概
略
調
査

各
種
海
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
複
数
運
用
に
よ
る
海
底
の
精
密
な
調
査

デ
ー
タ
解
析
や
試
料
分
析
を
迅
速
に
実
施

課
題

海
底
広
域
研
究
船
の
建
造
（
J
A
M
S
T
E
C
）
［平
成
2
7年
度
完
成
予
定
］
2
3
億
円
（
2
億
円
）

無
人
探
査
機
、
セ
ン
サ
ー
等
の
探
査
技
術
や
研
究
成
果
を
活
用
可
能
な
最
先
端
の
機
能
を
有
し
た
船

舶
を
完
成
さ
せ
、
海
洋
資
源
調
査
研
究
を
加
速
さ
せ
る
。

海
洋
鉱
物
資
源
広
域
探
査
シ
ス
テ
ム
開
発
（
大
学
等
）
6
億
円
（
6
億
円
）

こ
れ
ま
で
大
学
等
が
開
発
し
て
き
た
最
先
端
セ
ン
サ
ー
技
術
の
高
度
化
を
進
め
、
複
数
セ
ン
サ
ー
を
組

み
合
わ
せ
た
効
率
的
な
広
域
探
査
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
民
間
企
業
等
へ
の
技
術
移
転
を
進
め
る
。

海
底
資
源
研
究
開
発
（
J
A
M
S
T
E
C
）
4
億
円
（
4
億
円
）

海
底
熱
水
鉱
床
等
の
海
洋
資
源
の
成
因
解
明
と
そ
れ
に
基
づ
く
調
査
手
法
等
を
構
築
す
る
と
も
に
、
環

境
へ
の
影
響
を
低
減
で
き
る
海
底
資
源
開
発
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、
環
境
影
響
評
価
手
法
を
構

築
す
る
。

文
部
科
学
省

（
科
学
調
査
・
研
究
開
発
）

経
済
産
業
省

（
商
業
化
に
向
け
た
探
査
・
生
産
技
術
の
開
発
）

資
源
量
評
価
の
実
施

環
境
影
響
評
価
の
実
施

資
源
開
発
（
採
鉱
・
揚
鉱
）
技
術
の
開
発

精
錬
技
術
の
開
発

探
査
技
術
・
手
法
の
研
究
開
発

鉱
床
形
成
モ
デ
ル
の
構
築

広
域
科
学
調
査
の
実
施

Ｈ
２
７
概
算
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

他
省
庁
と
の
連
携

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果

海
底
熱
水
活
動
を
発
見

海
水
の
化
学
成
分
を
高
精
度
計
測
す
る
セ
ン
サ
ー
を
開
発
し
、
深
海
底
で
の
実
証
試
験
に
お
い
て
未

知
の
海
底
熱
水
活
動
を
発
見
。

南
鳥
島
周
辺
の
超
高
濃
度
レ
ア
ア
ー
ス
泥
の
発
見

熱
水
噴
出
域
の
効
率
的
な
調
査
手
法
の
有
効
性
を
確
認

本
施
策
に
お
け
る
取
組

海
洋
資
源
の
成
因
解
明
や
セ
ン
サ
ー
の
開
発
に
よ
り
広
域
探
査
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

海
底
広
域
研
究
船
を
建
造
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
周
辺
海
域
の
広
域
科
学
調
査
を

加
速
。

海
洋
鉱
物
資
源

広
域
探
査
シ
ス
テ
ム

海
底
地
形
を
高
精
度
に
計
測

す
る
技
術

海
中
無
人
探
査
機
に
搭
載
し
、

海
水
の
化
学
成
分
を
高
精
度

計
測
す
る
技
術
等

海
洋
資
源
研
究
開
発

海
底
熱
水
鉱
床
等
の
海

洋
資
源
の
成
因
解
明
と

そ
れ
に
基
づ
く
調
査
手

法
の
構
築

等

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額
：
3
,
3
2
0
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：

2
1
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
1
,
1
3
9
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

119



ハ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ

ハ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ

海
洋
基
本
計
画
の
最
重
要
事
項
の
一
つ
で
あ
る
「
海
洋
産
業
の
振
興
と
創
出
」
に
向
け
、
海
洋
に
新
た
な
価
値
を
も
た
ら
す
多
様
な
分
野
の
技

術
融
合
や
、
人
材
の
流
動
化
を
促
進
・
加
速
。

・
簡
易
型
海
底
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム

等
を
開
発

・次
世
代
ラ
イ
ザ
ー
掘
削
シ
ス
テ
ム

等
を
開
発

構
想
・
開
発
段
階
か
ら

多
様
な
人
材
を
結
集

研
究
・
実
験
施
設
の
積
極
的
活

用
に
よ
る
技
術
開
発
支
援

J
S
T
に
よ
る
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

等
の
支
援

中
小
企
業

技
術
力
が
高
い

中
小
企
業

国
内
外

研
究
機
関

等
の
海
事
産
業

造
船
・重
工
業

等
の
海
事
産
業

関
連
独
法

海
洋
、
資
源
系
分
野
等
の
大
学
や
関
係
省
庁
等
に
お
け
る

人
材
育
成
の
取
組
と
積
極
的
に
連
携
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
の
場
を
海
洋
分
野
の
人
材
育
成
の
場
と
し
て
も
活
用

＋
＋

防
災
イ
ン
フ
ラ
の
世
界
展
開
へ

・
北
極
海
観
測
シ
ス
テ
ム

・
海
洋
酸
性
化
の
標
準
計
測
技
術

等
を
開
発

・次
世
代
海
洋
資
源
調
査
技
術

・生
態
調
査
・長
期
監
視
技
術

等
を
開
発

海
洋
資
源
の
開
発
に
向
け
て

水
中
ロ
ボ
ッ
ト技
術

技
術

水
中
セ
ン
シ
ン
グ

技
術

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

大
水
深
・大
深
度

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

海
洋
資
源

A
U
V
の
複
数
機
運
用
技
術

海
洋
環
境

ハ
ブ
機
能
構
築

防
災
・
減
災

海
洋
構
造
物

J
A
M
S
T
E
C
が
有
す
る
コ
ア
技
術

ハ
ブ
構
築
に
よ
る
コ
ア
技
術
開
発
の
加
速
・
高
度
化

我
が
国
唯
一
の
深
海
ア
ク
セ
ス
技
術

海
底
ケ
ー
ブ
ル
技
術

二
酸
化
炭
素
・
pH
セ
ン
サ

※
S
IP
海
洋
資
源
と
連
携

※
S
IP
防
災
・
減
災
と
連
携

以
外
の
企
業

海
洋
分
野

以
外
の
企
業

先
端
技
術
の
開
発
に
よ
る

産
業
競
争
力
の
強
化
へ

環
境
保
全
・
監
視
技
術
の
高
度
化

に
よ
る
安
心
な
社
会
へ

新
素
材
(C
F
R
P
)に
よ
る

掘
削
機
器
開
発

海
中
イ
ン
フ
ラ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

大
水
深
※
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
観
測
技
術
や
生
態
系
を
含
む
海
洋
環
境
変
化
の
観
測
・予
測
技
術
は
、
世
界
的
に
こ
れ
か
ら
の
開
発
が

期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
り
、
我
が
国
が
主
導
的
な
立
場
で
市
場
に
参
入
で
き
る
可
能
性
。
※
海
面
か
ら
1
,0
0
0
～
3
,0
0
0
m
の
水
深
域
。
こ
こ
で
は
特
に
2
,0
0
0
m
を
超
え
る
水
深
域
を
想
定
。

こ
れ
ら
は
、
気
候
変
動
等
地
球
規
模
問
題
の
解
決
や
地
震
・津
波
防
災
等
に
必
要
な
技
術
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
輸
出
に
よ
る
海
外
官
需
も
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
水
中
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
、
大
水
深
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
等
の
コ
ア
技
術
や
、
「ち
き
ゅ
う
」
等
の
最
先
端
の
大
型
研
究
基
盤
を
有
す
る
海
洋

研
究
開
発
機
構
（J
A
M
S
T
E
C
）に
、
民
間
企
業
や
大
学
等
の
人
材
・知
見
の
結
節
点
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
を
構
築
し
、
新
た
な
市
場
と
し
て
大

き
く
成
長
が
見
込
ま
れ
る
海
中
イ
ン
フ
ラ
分
野
を
我
が
国
が
リ
ー
ド
す
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
。

概
要
・
将
来
像

概
要
・
将
来
像

短
期
的
目
標

短
期
的
目
標

➀
大
水
深
掘
削
に
求
め
ら
れ
る
軽
量
・強
靱
な
次
世
代
ラ
イ
ザ
ー
掘
削
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
海
外
が
席
巻
す
る
市
場
に
参
入

➁
Ｃ
Ｏ
２
・
ｐ
Ｈ
セ
ン
サ
を
備
え
た
ブ
イ
等
、
新
た
な
海
洋
環
境
観
測
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
国
際
的
な
デ
フ
ァ
ク
トス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

➂
地
震
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
次
世
代
海
底
ケ
ー
ブ
ル
観
測
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
複
数
国
へ
の
輸
出
を
開
始

等
2
0
2
0
年
代
前
半
ま
で
に

＊
コ
ア
技
術
と
の
関
連
（
①
の
例
）
：
大
水
深
掘
削
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
、
パ
イ
プ
そ
の
も
の
の
ほ
か
、
遥
か
海
底
の
掘
削
点
に
狂
い
な
く
ド
リ
ル
を
下
ろ
す
た
め
の
R
O
V
技
術
や
、
掘
削

点
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
等
を
総
合
的
に
高
度
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
J
A
M
S
T
E
C
の
有
す
る
コ
ア
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額
：
9
6
5
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：
9
6
5
百
万
円

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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深
海
地
球
ド
リ
リ
ン
グ
計
画
推
進

人
類
未
到
の
マ
ン
ト
ル
を
目
指
し
平
成
1
7
年
に
完
成
し
た
世
界
最
先
端
の
科
学
掘
削
船
で
あ
る
地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
に
よ
り

海
底
下
を
掘
削
し
、
得
ら
れ
た
地
質
試
料
や
地
層
デ
ー
タ
に
よ
り
、
地
球
環
境
変
動
、
地
球
内
部
の
動
的
挙
動
、
地
殻
内
生
命
圏
等
の
解

明
に
向
け
た
研
究
を
推
進
す
る
。

「
ち
き
ゅ
う
」
に
よ
り
、
地
球
内
部
の
動
的
挙
動
の
解
明
に
向
け
た
研
究
の
一
環
と
し
て
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
沈
み
込
み
帯
の
構
造
や
プ
レ
ー
ト
境
界
の

変
動
を
把
握
し
、
地
震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
IO
D
P
の
枠
組
み
の
下
で
南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
掘
削
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
５
年
に
一
度
の
「
ち
き
ゅ
う
」
の
定
期
検
査
等
を
実
施
す
る
。

巨
大
地
震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

人
類
未
到
の
マ
ン
ト
ル
に
到
達

海
洋
底
堆
積
物
の
分
析
に
よ
る
環
境
変
動
の
解
明

地
球
の
生
命
進
化
や

海
底
下
生
命
圏
を
解
明

新
し
い
資
源
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

「
ち
き
ゅ
う
」
に
よ
り
初
め
て
到
達
可
能
な
領
域

「
ち
き
ゅ
う
」
は
、
日
米
が
主
導
し
2
6
ヶ
国
が
参
加
す
る
多
国
間
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
国
際

深
海
科
学
掘
削
計
画
（
IO
D
P
）
」
の
主
力
掘
削
船
と
し
て
運
用
。

こ
れ
ま
で
に
、
八
戸
沖
に
お
け
る
広
大
な
地
下
生
命
圏
や
沖
縄
ト
ラ
フ
に
お
け
る
海
底
下
巨
大

熱
水
帯
構
造
を
発
見
。
ま
た
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
地
震
・
津
波
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
。

南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
掘
削
計
画
は
、
IO
D
P
に
お
い
て
平
成
1
7
年
に
最
重
要
課
題
と
し
て
実
施

が
決
定
さ
れ
た
も
の
。

地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」

欧
州
1
7
カ
国
+
カ
ナ
ダ

韓
国

主
導
国

日
本

文
部
科
学
省

米
国

全
米
科
学
財
団

イ
ン
ド

豪
州
・
N
Z

中
国

平
成
2
7
年
度
掘
削
サ
イ
ト

（
紀
伊
半
島
沖
熊
野
灘
）

室
戸
岬

足
摺
岬

駿
河
ト
ラ
フ相
模
ト
ラ
フ

四
国

紀
伊
半
島

南
海
ト
ラ
フ

掘
削
海
域

【
IO
D
P
参
加
国
】

概
要

Ｈ
２
７
概
算
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

実
施
体
制
・
実
績

①
「
ち
き
ゅ
う
」
運
航
経
費
［
1
4
,3
5
9
百
万
円
（
9,
2
3
7百
万
円
）
]
③
コ
ア
保
管
施
設
運
営
費
［
2
0
6
百
万
円
（
2
0
6百
万
円
）
］

②
運
航
計
画
管
理
経
費
［
7
0
2
百
万
円
（
7
0
2百
万
円
）
］

④
IO
D
P
関
連
会
議
開
催
費
等
［
1
6
6
百
万
円
（
1
66
百
万
円
）］

ブ
ラ
ジ
ル

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額
：
1
5
,
4
3
3
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：
6
,
1
5
0
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
1
0
,
3
1
2
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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南
極
地
域
観
測
事
業

南
極
地
域
観
測
計
画
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
環
境
変
動
の
解
明
に
向
け
、
各
分
野
に
お
け
る
地
球
の
諸
現
象
に
関
す
る
研

究
・
観
測
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
に
よ
る
南
極
地
域
（
昭
和
基
地
）
へ
の
観
測
隊
員
・
物
資
等
の
輸
送
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
た

め
に
必
要
な
「
し
ら
せ
」
及
び
南
極
輸
送
支
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
保
守
・
整
備
等
を
着
実
に
進
め
る
。

南
極
地
域
観
測
統
合
推
進
本
部
（
本
部
長
：
文
部
科
学
大
臣
）
の
も
と
、
関
係

省
庁
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
実
施
（
Ｓ
３
０
閣
議
決
定
）

研
究
観
測
：
国
立
極
地
研
究
所
、
大
学
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
等

基
本
観
測
：
総
務
省
、
国
土
地
理
院
、
気
象
庁
、
海
上
保
安
庁
、
文
部
科
学
省

設
営
：
国
立
極
地
研
究
所

輸
送
：
防
衛
省
（
「
し
ら
せ
」
の
運
航
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資
輸
送
等
）

南
極
条
約
協
議
国
原
署
名
国
と
し
て
の
中
心
的
な
役
割

－
継
続
的
観
測
デ
ー
タ
の
提
供
、
国
際
共
同
観
測
の
実
施
－

＜
南
極
条
約
の
概
要
＞

・
1
95
9
年
に
日
、
米
、
英
、
仏
、
ソ
等
１
２
か
国
に
よ
り
採
択
さ
れ
、
1
96
1
年
に
発
効

（
2
0
1
0年
８
月
現
在
締
約
国
数
は
４
８
、
日
本
は
原
署
名
国
）

・
主
な
内
容
：
南
極
地
域
の
平
和
的
利
用
、
科
学
的
調
査
の
自
由
、
領
土
権
主
張
の
凍
結
等

↓
地
球
環
境
、
地
球
シ
ス
テ
ム
の
研
究

領
域
（
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
発
見
）

←
計
測
器
に
よ
る
行
動
・
生
態
調
査

↓
地
球
環
境
変
動
史
の
研
究
領
域

氷
床
深
層
コ
ア
の
採
取
・
解
析

最
深
部
3
0
3
5
.
2
5
m
深
の
氷

（
約
７
２
万
年
前
）

（
気
象
庁
）

（
1
9
7
9
年
）

（
2
0
1
1
年
）

↓
太
陽
系
始
源
物
質
の
研
究
領
域

（
南
極
隕
石
の
採
取
・
解
析
）

氷
床
コ
ア
分
析
に
よ
る
気
温
･C

O
2濃
度
の
推
移

概
要

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果

南
極
観
測
事
業
の
推
進
体
制

南
極
地
域
観
測
に
欠
か
せ
な
い
「
し
ら
せ
」
及
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
運
用
に
伴
う
経
費
、
保
守
管
理
費
等
を
確
保

特
に
、
Ｈ
２
７
年
度
は
、
輸
送
支
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
３
号
機
の
建

造
(
Ｈ
２
４
補
正
で
着
手
、
Ｈ
２
８
完
成
予
定
）
に
伴
う
官
給
品

の
調
達
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
１
，
２

号
機
の
安
定
的
な
運
用
に
必
要
な
予
備
部
品
を
増
強

『
船
舶
の
造
修
等
に
関
す
る
訓
令
』
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た

「
し
ら
せ
」
の
年
次
検
査
等
を
着
実
に
実
施
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Y
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20
06

20
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20
02

20
00
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19
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19
88

19
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CO2濃度(ppmv)

北
極
：
ス
バ
ー
ル
バ
ル
（
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°

N
）

南
極
：
昭
和
基
地

（
69
°

S
）

西
暦
年
代
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19
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20
08

20
06

20
04

20
02

20
00

19
98

19
96

19
94

19
92

19
90

19
88

19
86

CO2濃度(ppmv)

北
極
：
ス
バ
ー
ル
バ
ル
（
79
°

N
）

南
極
：
昭
和
基
地

（
69
°

S
）

西
暦
年
代

オ
ゾ
ン
全
量
減
少
を
世
界
に
先
駆
け
て
発
見

「
し
ら
せ
」
等
の
着
実
な
運
用
等

地
球
環
境
の
観
測
・
監
視
等

国
際
的
な
要
請
等
を
踏
ま
え
、
継
続
的
に
観
測
デ
ー

タ
を
取
得
し
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
等
の

地
球
規
模
で
の
環
境
変
動
等
の
解
明
に
資
す
る

具
体
的
に
は
、
人
間
活
動
に
起
因
す
る
影
響
が
極
め

て
少
な
い
南
極
域
の
特
性
を
活
か
し
た
、
電
離
層
、

気
象
、
測
地
、
海
底
地
形
、
潮
汐
な
ど
の
観
測
に
つ

い
て
、
他
省
庁
等
と
連
携
し
て
実
施

こ
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
観
測
機
器
等
の
更
新
、
定

常
観
測
の
着
実
な
実
施
、
観
測
隊
員
経
費
の
確
保
等

を
行
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
変
動
（
過
去
2
5
年
の
変
動
）

Ｈ
２
７
概
算
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

「
し
ら
せ
」

4
,
8
7
5
百
万
円
（
4
,
2
7
2
百
万
円
）

3
2
0
百
万
円
（
3
1
1
百
万
円
）

輸
送
支
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
C

H
１
０
１
）

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額
：
5
,
1
9
4
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：

8
0
7
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
4
,
5
8
3
百
万
円
）
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北
極
域
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

概
要

■
北
極
域
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
氷
減
少
に
よ
り
、
航
路
や
海
底
資
源
開
発
な
ど
、
経
済
活
動
の
飛
躍
的
な
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
一
方

で
、
北
極
域
で
の
環
境
変
動
や
全
球
へ
の
影
響
が
未
解
明
。

■
平
成
２
５
年
５
月
の
我
が
国
の
北
極
評
議
会
（
Ａ
Ｃ
）
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
承
認
を
踏
ま
え
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
と
し
て
の
責
務
を
果

た
す
た
め
に
も
、
我
が
国
に
は
科
学
技
術
に
よ
る
更
な
る
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
こ
の
た
め
、
既
存
の
北
極
研
究
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
し
、
新
た
な
国
際
共
同
研
究
の
実
施
や
国
際
連
携
拠
点
の
増
強
を
図
り
、
国
際
的

な
場
で
の
我
が
国
の
発
言
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
北
極
域
の
利
用
と
保
全
の
両
面
の
観
点
か
ら
「
科
学
技
術
」
を
「
外
交
」
に
活
か
す

た
め
の
取
組
を
戦
略
的
に
進
め
る
。

■
２
７
年
度
終
了
予
定
の
大
学
発
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
事
業
・
北
極
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
２
６
年
度
約
６
億

円
）
を
抜
本
的
に
強
化
し
、
新
た
な
５
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

■
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
、
北
極
圏
国
に
新
た
な
国
際
連
携
拠
点
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
当
該

拠
点
を
核
と
し
た
新
た
な
国
際
共
同
研
究
の
実
施
や
若
手
研
究
者
交
流
の
強
化
を
推
進

⇒
北
極
圏
国
が
強
い
関
心
を
示
し
、
観
測
や
研
究
等
で
我
が
国
の
強
み
を
十
分
に
活
か
す
こ
と
が
出
来

る
、
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン
・
メ
タ
ン
、
海
洋
酸
性
化
等
の
国
際
共
同
研
究
を
新
た
に
開
始
し
、
当
該
分
野

の
研
究
を
我
が
国
が
主
導

⇒
２
６
年
度
か
ら
先
行
し
て
取
組
を
進
め
る
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
加
え
、
新
た
に
ロ
シ
ア
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー

等
に
お
け
る
研
究
拠
点
の
形
成
や
若
手
研
究
者
派
遣
を
実
施
し
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
を
持

続
的
に
育
成

Ｈ
２
７
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

我
が
国
の
研
究
者
を
結
集
し
た
北
極
環
境
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
我
が

国
の
Ａ
Ｃ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
の
承
認
に
大
き
く
貢
献
。

≪
主
な
研
究
成
果
≫

■
2
4
年
9
月
1
6
日
、
北
極
海
の
海
氷
が
史
上
最
小
の
3
4
9
万
平
方
k
m
に
至
っ
た
こ
と
を

観
測
す
る
と
と
も
に
、
北
極
海
の
海
水
分
布
を
予
測

■
温
暖
化
に
よ
る
北
極
海
の
海
氷
減
少
が
、
日
本
の
寒
冬
に
つ
な
が
る
こ
と
を
解
明

■
北
極
域
に
お
け
る
氷
の
融
解
が
、
海
面
上
昇
や
温
暖
化
の
加
速
に
つ
な
が
り
、
こ

れ
を
要
因
に
、
微
生
物
が
大
繁
殖
し
た
こ
と
を
解
明

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果

ニ
ー
オ
ル
ス
ン
観
測
基
地

シ
ベ
リ
ア
で
の
熱
・
水
・

炭
素
観
測

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
観
測

観
測
船
「
み
ら
い
」
に
よ
る

北
極
観
測

北
極
環
境
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

・
２
３
年
５
月
に
設
立
・
始
動
（
代
表
機
関
：
国
立
極
地
研
究
所
）

・
現
在
、
３
８
４
人
１
０
０
機
関
を
超
え
る
研
究
者
の
参
加
に
よ
り
活
動

・
４
つ
の
戦
略
目
標
の
下
、
研
究
活
動
を
推
進
。

①
北
極
域
に
お
け
る
温
暖
化
増
幅
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

②
全
球
の
気
候
変
動
及
び
将
来
予
測
に
お
け
る
北
極
域
の
役
割
の
解
明

③
北
極
域
に
お
け
る
環
境
変
動
が
日
本
周
辺
の
気
象
や
水
産
資
源
等
に
及
ぼ
す
影
響

の
評
価

④
北
極
海
航
路
の
利
用
可
能
性
評
価
に
つ
な
が
る
海
氷
分
布
の
将
来
予
測

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額
：
1
,
1
0
7
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：

5
1
3
百
万
円
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（３）原子力の研究開発・人材育成等の取組 
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原
子
力
の
研
究
開
発
・
人
材
育
成
等
の
取
組

原
子

力
災

害
か

ら
の

復
興

を
加

速
さ

せ
る

た
め

、
「
東

京
電

力
(株

)福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

止
措

置
等

研
究

開
発

の
加

速
プ

ラ
ン

」
に

基
づ

き
、

国
内

外
の

英
知

を
結

集
し

、
廃

止
措

置
に

資
す

る
研

究
開

発
等

の
取

組
を

行
う

。
ま

た
、

原
子

力
が

抱
え

る
課

題
に

正
面

か
ら

向
き

合
い

、
原

子
力

の
再

生
を

図
る

た
め

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
本

計
画

（
H

2
6
.4

.1
1
閣

議
決

定
）

等
に

基
づ

き
、

福
島

の
再

生
・
復

興
に

向
け

た
取

組
、

原
子

力
の

安
全

研
究

、
原

子
力

基
盤

技
術

や
人

材
の

維
持

・
発

展
、

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
や

放
射

性
廃

棄
物

の
減

容
化

・
有

害
度

低
減

の
た

め
の

研
究

開
発

、
高

温
ガ

ス
炉

の
研

究
開

発
等

を
着

実
に

進
め

る
。

○
東

京
電

力
(株

)福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

止
措

置
等

研
究

開
発

の
加

速
プ

ラ
ン

８
１

億
円

（
新

規
）

東
京
電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
安

全
な

廃
止

措
置

等
を

推
進

す
る

た
め

、
国
内
外
の
英
知
を
結
集
し
、
安
全

か
つ
確
実
に
廃
止
措
置
等
を
実
施
す
る
た
め
の
先
端
的
技
術
研
究
開
発
と
人
材
育
成
を
加
速
す
る
。

○
原

子
力

の
基

礎
基

盤
研

究
と

そ
れ

を
支

え
る

人
材

育
成

４
９

億
円

（
２

７
億

円
）

原
子
力
の
技
術
基
盤
や
人
材
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
震
災
以
降
停
止
し
て
い
る
試
験
研
究
炉
の
再
稼
働
を

進
め
る
と
と
も
に
、
水
素
製
造
を
含
め
た
多
様
な
産
業
利
用
が
見
込
ま
れ
る
固
有
の
安
全
性
を
有
す
る
高
温
ガ
ス
炉

等
の
研
究
開
発
を
拡
充
す
る
。
ま
た
、
大
学
や
産
業
界
と
の
連
携
を
通
じ
た
次
代
の
原
子
力
を
担
う
人
材
の
育
成
を

着
実
に
推
進
す
る
。

○
原

子
力

の
安

全
性

の
向

上
に

向
け

た
研

究
３

２
億

円
（
２

１
億

円
）

軽
水
炉
を
含
め
た
原
子
力
施
設
の
安
全
性
向
上
に
必
須
な
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
回
避
の
た
め
の
安
全
評
価
用

の
デ
ー
タ
の
取
得
や
安
全
評
価
手
法
の
整
備
、
材
料
照
射
試
験
等
を
着
実
に
実
施
す
る
。

○
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

及
び

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

処
理

処
分

の
研

究
開

発
４

４
１

億
円

（
４

０
２

億
円

）
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
要
と
な
る
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
い
て
は
、
「
も
ん
じ
ゅ

研
究
計
画
」
の
実
施
を
目
指
し
、
確
実
な
点
検
・
検
査
等
施
設
の
安
全
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
成
長

戦
略
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
等
の
政
府
方
針
に
従
い
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
大
幅
な
減
容
や
有
害
度
の
低

減
に
資
す
る
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る
。

○
原

子
力

施
設

に
関

す
る

新
規

制
基

準
へ

の
対

応
等

、
施

設
の

安
全

確
保

対
策

３
１

７
億

円
（
７

４
億

円
）

原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
新
規
制
基
準
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
の
改
修
・
整
備
等
を
行
う
。
ま
た
、

原
子
力
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
性
の
向
上
や
老
朽
化
対
策
等
着
実
な
安
全
確
保
対
策
を
行
う
。

概
要

主
な

取
組

高
速

増
殖

原
型

炉
「
も

ん
じ

ゅ
」

材
料

試
験

炉
(J

M
T
R

)

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
8
0
,
2
1
1
百
万
円

一
般
会
計
要
求
・
要
望
額

：
5
0
,
3
9
2
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
1
,
5
7
8
百
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
会
要
求
・
要
望
額

：
1
2
9
,
8
1
9
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
4
,
4
1
1
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
1
4
3
,
6
3
9
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

（
※

「
１

１
．

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
早

期
の

復
興

再
生

」
の

再
掲

）

（
※
｢１
１
.東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生
｣計
上
分
を
含
め
る
と
６
９
億
円
（
４
９
億
円
）
）

（
※
｢１
１
.東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生
｣計
上
分
を
含
め
る
と
３
１
８
億
円
（
８
６
億
円
）
）

高
温

工
学

試
験

研
究

炉
(H

T
T
R

)
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原
子

力
の

技
術

基
盤

に
係

る
基

礎
的

デ
ー

タ
の

取
得

や
、

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

の
負

担
軽

減
対

策
な

ど
新

た
な

課
題

解
決

に
向

け
、

原
子

力
機

構
や

大
学

等
研

究
機

関
に

お
け

る
基

礎
基

盤
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
次

代
の

原
子

力
を

担
う

人
材

育
成

の
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
。

（
基

礎
基

盤
研

究
の

例
）

○
原

子
力

解
析

の
基

礎
と

な
る

デ
ー

タ
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

研
究

開
発

○
炉

工
学

に
よ

る
原

子
炉

の
詳

細
な

解
析

法
の

開
発

等

（
人

材
育

成
の

例
）

○
原

子
炉

等
を

活
用

し
た

高
度

人
材

育
成

○
原

子
力

安
全

、
危

機
管

理
力

向
上

の
た

め
の

人
材

育
成

等

原
子

力
の

技
術

基
盤

や
人

材
を

維
持

・
発

展
さ

せ
る

た
め

、
震

災
以

降
停

止
し

て
い

る
試

験
研

究
炉

の
再

稼
働

を
進

め
る

と
と

も
に

、
水

素
製

造
を

含
め

た
多

様
な

産
業

利
用

が
見

込
ま

れ
る

固
有

の
安

全
性

を
有

す
る

高
温

ガ
ス

炉
等

の
研

究
開

発
を

拡
充

す
る

。
ま

た
、

大
学

や
産

業
界

と
の

連
携

を
通

じ
た

次
代

の
原

子
力

を
担

う
人

材
の

育
成

を
着

実
に

推
進

す
る

。

原
子
力
の
基
礎
基
盤
研
究
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
育
成

（
２

）
高

温
ガ

ス
炉

と
こ

れ
に

よ
る

水
素

製
造

技
術

の
研

究
開

発
１

６
億

円
（
６

億
円

）

概
要

固
有

の
安

全
性

を
有

す
る

高
温

ガ
ス

炉
の

研
究

開
発

に
つ

い
て

、
高

温
工

学
試

験
炉

（
H

T
T
R

）
の

運
転

再
開

に
向

け
た

準
備

を
進

め
、

平
成

２
７

年
度

に
お

い
て

は
、

ま
ず

は
、

確
実

に
平

成
２

７
年

度
中

の
運

転
再

開
を

実
現

さ
せ

る
と

と
も

に
、

○
熱

利
用

設
備

事
故

模
擬

試
験

や
一

次
冷

却
材

流
量

喪
失

等
の

事
故

時
に

お
け

る
安

全
性

実
証

実
験

の
実

施
○

工
学

規
模

の
水

素
製

造
試

験
の

実
施

等
に

よ
り

、
高

温
ガ

ス
炉

の
研

究
開

発
を

着
実

に
前

進
さ

せ
る

。

（
１

）
原

子
力

特
有

の
科

学
技

術
基

盤
の

維
持

・
強

化
や

革
新

的
技

術
の

創
出

に
向

け
た

基
礎

基
盤

研
究

・
人

材
育

成
３

３
億

円
（
２

１
億

円
）

安
全

性
実

証
試

験
（
炉

心
冷

却
喪

失
試

験
）

連
続

水
素

製
造

試
験

装
置

革
新

的
技

術
の

創
出

（
分

離
変

換
、

水
素

製
造

等
）

炉
工

学
材
料
工
学

核
工
学

放
射

線
工

学

核
燃

料
・
核

化
学

工
学

環
境

工
学

放
射

線
防

護
研

究

基
礎

基
盤

的
デ

ー
タ

の
取

得
・
蓄

積

原
子

力
開

発
を

支
え

る
人

材
の

育
成 シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
工

学

原
子

力
の

基
礎

基
盤

研
究

の
推

進

停
止

停
止

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
,
9
1
0
百
万
円

一
般
会
計
要
求
・
要
望
額

：
3
,
4
9
3
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
,
9
9
8
百
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
会
要
求
・
要
望
額

：
1
,
4
1
7
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
3
5
4
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
2
,
6
7
8
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

（
※
｢
１
１
.
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生
｣

計
上
分
を
含
め
る
と
6
,
9
0
6
百
万
円
(
4
,
8
8
6
百
万
円
)
）
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原
子
力
の
安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
研
究

○
N

S
R

R
等

を
活

用
し

た
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

研
究

等 １
２

億
円

（
８

億
円

）
国

が
実

施
す

る
新

規
制

基
準

に
基

づ
く
評

価
（
原

子
力

事
故

の
安

全
評

価
や

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
へ

の
進

展
の

防
止

・
影

響
緩

和
手

法
等

）
の

検
討

に
必

要
な

技
術

的
知

見
を

整
備

す
る

た
め

、
燃

料
損

傷
や

原
子

炉
冷

却
の

基
盤

研
究

を
実

施
す

る
。

概
要 軽
水

炉
を

含
め

た
原

子
力

施
設

の
安

全
性

向
上

に
必

須
な

、
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

回
避

の
た

め
の

安
全

評
価

用
の

デ
ー

タ
の

取
得

や
安

全
評

価
手

法
の

整
備

、
材

料
照

射
試

験
等

を
着

実
に

実
施

す
る

。

●
J
M

T
R

ホ
ッ

ト
ラ

ボ
電

子
顕

微
鏡

、
疲

労
試

験
装

置
等

を
用

い
て

照
射

後
の

観
察

や
強

度
試

験
を

実
施

●
J
M

T
R

キ
ャ

プ
セ

ル
照

射
装

置
等

を
用

い
て

照
射

試
験

を
実

施

炉
心

水
路

ホ
ッ

ト
ラ

ボ

水
路

を
使

っ
て

照
射

済
試

料
の

搬
出

入
を

行
う

。

○
J
M

T
R

を
活

用
し

た
軽

水
炉

の
安

全
性

研
究

等 ２
０

億
円

（
１

３
億

円
）

国
が

実
施

す
る

新
規

制
基

準
に

基
づ

く
軽

水
炉

の
高

経
年

化
評

価
等

に
必

要
な

技
術

的
知

見
を

整
備

す
る

た
め

、
材

料
試

験
炉

J
M

T
R

を
活

用
し

て
、

早
急

に
求

め
ら

れ
る

材
料

の
照

射
脆

化
等

に
関

す
る

試
験

を
実

施
す

る
。

●
原

子
炉

安
全

性
研

究
炉

（
N

S
R

R
）
に

よ
る

反
応

度
事

故
の

模
擬

実
験

●
再

処
理

施
設

の
臨

界
安

全
、

火
災

爆
発

時
の

放
射

性
核

種
閉

じ
込

め
、

廃
棄

物
処

分
の

安
全

評
価

約
29

m

加 圧 器

蒸 気 発 生 器

蓄 圧 注 水 器

配
管

破
断

（
想

定
）

炉 心

●
大

型
非

定
常

実
験

装
置

（
L
S
T
F
）
に

よ
る

冷
却

材
喪

失
事

故
（
配

管
の

破
断

）
を

模
擬

し
た

実
験

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
軽

水
炉

燃
料

加
工

施
設

再
処

理
施

設

処
分

施
設

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額

：
3
,
1
5
8
百
万
円

一
般
会
計
要
求
・
要
望
額

：
3
,
0
7
4
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
,
8
0
0
百
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
会
要
求
・
要
望
額

：
8
4
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
8
1
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
2
,
1
0
8
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む
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核
燃
料
サ
イ
ク
ル
及
び
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理
処
分
の
研
究
開
発

エ
ネ

ル
ギ

ー
基

本
計

画
を

踏
ま

え
、

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
の

要
と

な
る

「
も

ん
じ

ゅ
」
に

つ
い

て
は

、
「
も

ん
じ

ゅ
研

究
計

画
」
の

実
施

を
目

指
し

、
確

実
な

点
検

・
検

査
等

施
設

の
安

全
な

維
持

管
理

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

成
長

戦
略

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
本

計
画

等
の

政
府

方
針

に
従

い
、

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
大

幅
な

減
容

や
有

害
度

の
低

減
に

資
す

る
研

究
開

発
等

を
推

進
す

る
。

【
主

な
取

組
】

○
高

速
増

殖
原

型
炉

「
も

ん
じ

ゅ
」

２
０

０
億

円
（
１

９
９

億
円

）
「
も

ん
じ

ゅ
」
に

つ
い

て
は

、
「
も

ん
じ

ゅ
研

究
計

画
」
に

示
さ

れ
た

研
究

の
成

果
を

取
り

ま
と

め
る

こ
と

を
目

指
し

、
確

実
な

点
検

・
検

査
等

施
設

の
安

全
対

策
・
維

持
管

理
に

必
要

な
取

組
を

実
施

す
る

。
○

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
処

理
処

分
研

究
開

発
９

１
億

円
（
７

９
億

円
）

高
速

炉
や

加
速

器
を

用
い

た
放

射
性

廃
棄

物
の

減
容

・
有

害
度

低
減

を
目

指
し

た
研

究
開

発
を

着
実

に
進

め
る

と
と

も
に

、
地

下
施

設
を

利
用

し
た

地
下

環
境

の
地

質
構

造
や

水
質

調
査

等
の

実
施

等
、

地
層

処
分

技
術

の
信

頼
性

向
上

等
に

資
す

る
研

究
開

発
を

行
う

。
・
加

速
器

を
用

い
た

核
変

換
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
の

推
進

１
３

億
円

（
８

億
円

）
○

再
処

理
技

術
な

ど
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

関
連

技
術

開
発

１
５

０
億

円
（
１

２
４

億
円

）
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
液

の
よ

り
安

定
な

ガ
ラ

ス
固

化
体

や
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
の

M
O

X
粉

末
へ

の
処

理
等

、
施

設
の

安
全

性
向

上
を

図
り

つ
つ

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
を

実
現

す
る

た
め

の
関

連
技

術
開

発
を

行
う

。

実
験
炉
「
常
陽
」

原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」

概
要

実
証
炉

長
寿

命
核

種
の

短
寿

命
化

に
よ

る
有

害
度

の
早

期
低

減

核
種

の
短

寿
命

化
に

よ
る

有
害

度
低

減

有害度

経
過

時
間

（
年

）

天
然

ウ
ラ

ン
の

有
害

度

陽
子

加
速

器

陽
子

長
寿

命
核

種
短

寿
命

核
種

高
速

中
性

子

液
体

の
重

金
属

（
ﾀ
ｰ

ｹ
ﾞｯ

ﾄ兼
冷

却
材

）
加

速
器

を
用

い
た

核
変

換
技

術
（
A

D
S
：
A

c
c
e
le

ra
to

r 
D

ri
ve

n
 S

ys
te

m
）

【
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

減
容
・
有
害
度
低
減
研
究
開
発
】

【
高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
】

原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」

高
速
増
殖
炉
の
成
果
の
取
り
ま
と
め

廃
棄
物
の
減
容
・
有
害
度
低
減

高
速
増
殖
炉
/
高
速
炉
の
安
全
性
強
化

国
際
協
力
（日
仏
、
日
米
、
G
IF
等
）

研 究 成 果 取 り ま と め

（ 全 体 評 価 ）

＜
高
速
増
殖
原
型
炉
「も
ん
じ
ゅ
」の
目
的
・位
置
付
け
＞

（「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」、
「も
ん
じ
ゅ
研
究
計
画
」）

廃
棄
物
の
減
容
・
有
害
度
の
低
減
や
核
不
拡
散
関
連
技
術
等
の
向

上
の
た
め
の
国
際
的
な
研
究
拠
点

発
電
シ
ス
テ
ム
の
成
立
性
・
信
頼
性
の
確
認

昭
和
60
年

建
設

着
工
／
平

成
6年

初
臨

界

【
放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
関
す
る
研
究
開
発
】

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

エ
ン

ト
リ

ー
ク

オ
リ

テ
ィ

東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

安
全
評
価
手
法
の
高
度
化

工
学
技
術
の
信
頼
性
向
上

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

深
地
層
の

科
学
的
研
究

●
超
深
地
層
研
究
所
計
画

(
結
晶
質
岩
)

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー

●
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
(
堆
積
岩
)

深
地
層
の
科
学
的
研
究

工
学
技
術
の
信
頼
性
向
上

安
全
評
価
手
法
の
高
度
化

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

○
人

工
バ

リ
ア

等
の

長
期

挙
動

デ
ー

タ
整

備
と

モ
デ

ル
高

度
化

○
地

層
処

分
の

長
期

安
定

性
確

保
に

必
要

な
地

質
研

究
○

花
崗

岩
や

堆
積

岩
の

地
質

構
造

解
析

・
水

質
調

査
等

【
主

な
取

組
】

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
4
,
0
6
0
百
万
円

一
般
会
計
要
求
・
要
望
額

：
1
,
2
7
0
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
1
4
6
百
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
会
要
求
・
要
望
額

：
4
2
,
7
9
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
5
0
2
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
4
0
,
1
8
4
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む
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原
子
力
施
設
に
関
す
る
新
規
制
基
準
へ
の
対
応
等
、
施
設
の
安
全
確
保
対
策

原
子

力
規

制
委

員
会

の
定

め
る

新
規

制
基

準
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
な

施
設

の

改
修

・
整

備
等

を
行

う
。

ま
た

、
原

子
力

施
設

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、
耐

震
性

の
向

上
や

老
朽

化
対

策
等

着
実

な
安

全
確

保
対

策
を

行
う

。

概
要

（
２

）
施

設
の

安
全

確
保

対
策

８
２

億
円

（
２

３
億

円
）

○
老

朽
化

施
設

の
高

経
年

化
対

策
、

施
設

の
耐

震
診

断
結

果
に

基
づ

く
施

設
の

耐
震

性
向

上
の

保
全

対
策

等
を

実
施

し
、

施
設

の
安

全
を

確
保

す
る

。

（
１

）
原

子
力

施
設

の
新

規
制

基
準

対
応

１
７

７
億

円
（
１

７
億

円
）

○
東

京
電

力
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

の
教

訓
を

踏
ま

え
、

重
大

事
故

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
対

策
や

「
バ

ッ
ク

フ
ィ

ッ
ト

制
度

」
の

導
入

等
を

柱
と

し
て

「
核

原
料

物
質

、
核

燃
料

物
質

及
び

原
子

炉
の

規
制

に
関

す
る

法
律

」
が

改
正

。
（
平

成
2
4
年

6
月

改
正

公
布

）
○

当
該

法
令

改
正

を
受

け
て

、
新

規
制

基
準

が
策

定
、

施
行

※
さ

れ
た

。
バ

ッ
ク

フ
ィ

ッ
ト

が
要

求
さ

れ
て

い
る

原
子

力
施

設
の

運
転

に
は

新
規

制
基

準
へ

の
適

合
が

必
須

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

適
合

確
認

の
た

め
の

検
討

、
解

析
・
評

価
作

業
の

実
施

及
び

そ
れ

ら
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
を

確
実

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

事
業

所
内

の
原

子
力

施
設

の
新

規
性

基
準

へ
の

適
合

の
た

め
、

施
設

に
電

源
を

供
給

す
る

特
高

変
電

所
の

移
設

を
行

う
。

※
発

電
用

原
子

炉
に

係
る

基
準

：
平

成
2
5
年

7
月

8
日

施
行

（
高

速
炉

特
有

の
も

の
は

現
在

、
原

子
力

規
制

委
員

会
に

お
い

て
検

討
中

）
発

電
用

原
子

炉
以

外
に

係
る

基
準

：
平

成
2
5
年

1
2
月

1
8
日

施
行

ナ
ト

リ
ウ

ム
流

動
伝

熱
試

験
室

（
危

険
物

施
設

）
の

耐
震

化
対

応
（
耐

震
改

修
）

（
大

洗
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
）

屋
外

配
管

外
面

腐
食

補
修

対
応

（
原

子
炉

廃
止

措
置

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

）

J
T
-
6
0
発

電
機

棟
（
危

険
物

施
設

）
の

耐
震

化
対

応
（
耐

震
改

修
）

（
那

珂
核

融
合

研
究

所
）

（
３

）
そ

の
他

、
放

射
線

管
理

等
施

設
の

安
全

確
保

５
８

億
円

（
３

４
億

円
）

○
原

子
力

施
設

の
放

射
線

管
理

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
）
や

核
物

質
防

護
措

置
等

、
事

業
を

行
っ

て
い

く
上

で
必

要
な

安
全

確
保

対
策

を
行

う
。

平
成
２
７
年
度
要
求
・
要
望
額

：
3
1
,
6
5
4
百
万
円

一
般
会
計
要
求
・
要
望
額

：
6
,
5
8
2
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
,
1
9
4
百
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
会
要
求
・
要
望
額

：
2
5
,
0
7
2
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
1
,
5
5
2
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額

：
7
,
4
2
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

（
※
｢
１
１
.
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生
｣

計
上
分
を
含
め
る
と
3
1
,
7
6
8
百
万
円
(
8
,
6
0
1
百
万
円
)
）
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